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１．はじめに 

広島湾海底で生じる高濁度層の形成と太田川デルタ地下水位の関連が指摘されている 1)．さらに，太田川市

内派川では潮差を利用した底質改善技術（石炭灰を利用した浸透柱の埋設）の実証実験を行っており，この結

果，浸透柱内では満潮位時においても流れが生起されており，有機泥層内に酸素を送り込む機構が構築されて

いる 2)こと，太田川放水路に形成された干潟では夏期には河川水よりも低温の地下水，冬期には暖温の地下水

が干潟地盤内へ流出し底生生物の棲息環境を良好に保つ機構が形成されている 3)ことがわかっている．ヤマト

シジミやアサリ等の有用二枚貝は細泥分の少ない，かつ，湿潤密度の小さい地盤での生息量が多いことが明ら

かになっている 4)が，砂分で形成される干潟地盤で湿潤密度を小さく保つためには地下水流れの存在が重要な

役割を果たすことになる．本研究は太田川デルタ～広島湾奥域における水環境と強い関係にある太田川デルタ

での地下水の流れ特性について検討するものである． 

２．太田川河岸干潟の特性と調査内容  太田川の市内派川の１つである天満川の河岸に堆積した有機泥層

（砂層上に堆積した層厚約 40cmのシルト・粘土層）の上下端での砂層内に流速，塩分・水温を測定し，干潟

地盤内での地下水流動について検討した．天満川は，広島湾の朝汐（大潮時約 4mの潮差）の影響を受ける感
潮河川であり，上流からの河川流量が少ない期間には大潮満潮時には 30psuを越える海水が遡上している．調

査地点は高水敷のない単断面水路（流れ方向の勾配は約 1/100）であるが，河岸には土砂が堆積し流水部に向

かって 1/500程度の勾配で干潟が形成されている．低潮位時に流水部となる範囲（以後，流水部と呼ぶ）の河

床材料は砂，砂礫であり，流水部から河床に向かって細粒分が堆積（河岸の細泥堆積厚は約 50cm）している．

したがって，河岸に形成される干潟は砂層上に細泥が堆積する泥干潟として分類される．図１には，2005 年

11 月 3 日からの 20 日間に測定された河岸干潟周辺

での海水遡上の状況と地下水の水温・塩分変化が示

されている．流水部での調査地点は地下水調査地点

から約 25m の地点である（調査地点は図３参照）．

センサーの設置高さ（地下水調査地点の地盤表面を

基準）は，干潟部では 0と-60cm（砂層内）および水

路部では-1.2mである．なお，干潟部における砂層部

のセンサー上にはレキ（石炭灰造粒物）によって埋

め戻しされている（浸透柱）．図１から，①-1干潟表

面には満潮時海水が遡上し 15psu を超える海水が塩

分状態となっているが，流水部河床上塩分は 5psu前

後で変動が小さいこと，①-2砂層内の塩分は約 4psu

で安定していること，②干潟地盤内水位は干潮時も

砂層上に維持されていることがわかる．地盤の低い
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図１ 2005年 11月 3日からの 20日間に測定された河岸干潟周
辺での海水遡上の状況と地下水の水温・塩分変化 
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河床上に高塩分水塊が存在せ

ず，地盤の高い干潟表面に高塩

分水塊が流入してくることは

極めて考え難いことではある

が，地下水による低塩分水があ

る場合には低塩分が保たれる

ことが可能と考えられる．また，

地下水位が堆積有機泥層内に

あることから，砂層地下水は被圧状態にあることがわかる． 

３．干潟地盤内での地下水流れ  図２には，2005 年 11 月 3 日

の上げ潮～下げ潮期（満潮 10:30）に上述の浸透柱内-10cmにおい

て測定した流速の経時変化が示さ

れている．図では 10分間の積算値

が上（表面）方向と下（砂層）方

向に分けて示されている．浸透柱

内では満潮時においても流れが生

じており，上げ潮時には上方向，

下げ潮時には下方向に向かう流れ

が卓越していることがわかる．下

げ潮時に下向きの流れが卓越する

のは砂層内で地下水流れが生じる

ためと考えられる．これは下げ潮

に向かって，流水部方向に圧力勾

配が形成されることによる．図３

には調査地点および 2006年 3月 4日からの 12日間に測定された河岸干潟地盤内（-60cm）での地下水の流動

（流向・流速），図４には（a）地下水流れの流向，河川水位，（b）流速，上流（矢口第一，分派前の非感潮域）

河川水位，（c）地下水温の経時変化が示されている．図１の観測期間には砂層内の塩分は 4psu 程度であった

が，本観測期間では，地下水には海水が含まれていなかった．図３から①地下水の流れは河道に直交した成分

が卓越していること，②河岸に向かう成分よりも水路に向かう成分が卓越していること，図４から①潮汐に伴

って流向が変化している（高潮位時に河岸方向，低潮位時に流水部方向の傾向）こと，②上げ潮に伴って流速

が大きくなる傾向にあること，③矢口第一での水位上昇，あるいは小潮期に向かって地下水の流れ方向が下流

方向に変化していること，④大潮期に流速が大きくなっていることがわかる．  

４．おわりに 太田川市内派川には有機泥が砂層上に数 10cm 堆積し河岸干潟が形成されている．2005 年 11

月，2006 年 3 月の観測結果とも河岸干潟砂層内での地下水の流動が確認できた．干潟地盤下では満潮位時に

も地下水の流れが生じており, 下げ潮時に流水部に向かった流れが卓越していることが明らかにされた.地下

水の流れによって干潟砂層の水環境は安定した状態に保たれている． 
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図２ 浸透柱内での地下水の流動 
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図３ 調査地点および河岸干潟地盤内での地

下水の流動（流向・流速，0°が N） 
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